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特
別
寄
稿手

島
　
仁

文
化
国
際
課

副
参
事

前
橋
の
恩
人
・
群
馬
県け

ん

令れ

い〝
楫か

取と

り

素も

と

彦ひ

こ

”

楫
取
素
彦
と
は

松
陰
の
魂
は
上
州
人
の
手
で
ア
メ
リ
カ
へ

松
陰
の
二
人
の
妹
、
楫
取
の
二
人
の
妻

平成 27年の大河ドラマ
井上真央さんが楫取素彦の妻役に

楫
取
県
令
と
前
橋
二
十
五
人
衆

楫
取
素
彦
を
一
言
で
い
え
ば
「
幕
末
維

新
の
志
士
か
ら
名
県
令
、
そ
し
て
前
橋
市

の
恩
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
楫
取
は

文
政
十
二
年
（
１
８
２
９
）
長
州
（
山
口

県
）
萩
の
藩
医
松
島
家
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
十
二
歳
で
藩
校
明
倫
館
の
儒
者
・

小
田
村
吉
平
の
養
子
と
な
っ
た
。
通
称
は

伊
之
助
で
、
幕
府
か
ら
の
追
及
を
逃
れ
る

た
め
、
藩
命
で
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
） 

「
楫か

取と
り

」
と
改
名
し
た
。「
楫か
じ

を
取
る
」 

と
し
た
の
は
、
祖
先
が「
萩
藩
御
舟
手
組
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
。
幕
末
維
新
の
国

事
に
藩
主
・
毛
利
敬
親
の
懐
刀
と
し
て
奔

走
。
九
州
大
宰
府
で
坂
本
龍
馬
と
出
会

い
、
薩
長
同
盟
へ
の
道
を
開
い
た
。

明
治
維
新
政
府
の
「
参
与
」
と
な
っ
た

が
、す
ぐ
に
免
官
し
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
新
政
府
に
仕
え
、
足あ
し
が
ら柄
県
参
事
・
熊

谷
県
権ご
ん

令れ
い

・
熊
谷
県
令
を
経
て
、
明
治
九

年
第
二
次
群
馬
県
初
代
県
令
（
知
事
）
と

な
っ
た
。
在
任
期
間
は
熊
谷
県
時
代
を
含

め
十
年
に
及
び
、
本
県
の
基
礎
を
作
り
上

げ
「
名
県
令
」
と
称
さ
れ
た
。
明
治
17
年

元
老
院
議
官
に
転
任
。
同
二
十
年
男
爵
。

宮
中
顧
問
、貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、

大
正
元
年
三
田
尻
（
山
口
県
防
府
市
）
で

亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
四
歳
。

わ
が
為
に
は
苦
労
は
せ
ぬ
が
／
恋
し
日

本
に
苦
労
す
る
／
た
っ
た
一
つ
の
糸
柱
／

そ
れ
に
並
ん
で
茶
の
柱
／
あ
ぶ
な
い
日
本

の
そ
の
家
に
／
四
千
万
の
こ
の
民
が
／
住

ま
い
す
る
の
を
知
ら
な
い
か

こ
れ
は
経
済
官
僚
の
前
田
正
名
が
高
橋

是
清
に
送
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
幕
末
横
浜

開
港
以
来
、生
糸
と
茶
が
二
大
輸
出
品
で
、 

わ
が
国
は
こ
れ
で
外
貨
を
獲
得
し
近
代
化

を
進
め
た
。
楫
取
が
県
令
と
な
っ
た
熊
谷

県
は
、
明
治
六
年
に
入
間
県（
埼
玉
県
）と

群
馬
県
を
合
わ
せ
て
誕
生
し
た
大
県
で
、 

養
蚕
・
製
糸
業
が
盛
ん
な
上
に
、
狭
山
茶

の
産
地
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
糸
柱
と
茶
柱

で
立
っ
て
い
る
日
本
の
屋
台
骨
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
熊
谷
県
は
群

馬
県
と
埼
玉
県
に
分
割
さ
れ
、
楫
取
は
第

二
次
群
馬
県
初
代
県
令
と
な
っ
た
。
県
庁

が
高
崎
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

楫
取
は
高
崎
町
民
に
協
力
を
求
め
た
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
下
村
善
太
郎
を
中
心
と

し
た
前
橋
の
有
力
者
25
名
は
、
県
庁
を
誘

致
し
、
前
橋
を
関
東
の
大
都
市
と
す
る
た

め
に
は
、
い
か
な
る
犠
牲
を
も
払
う
覚
悟

で
楫
取
に
協
力
を
約
束
し
た
。
楫
取
は
そ

の
至
誠
に
感
動
し
、
県
庁
を
前
橋
に
移
す

決
心
を
固
め
た
。

前
橋
二
十
五
人
衆
と
は
、
次
の
方
々
で

あ
る
。
下
村
善
太
郎
・
勝
山
源
三
郎
・
勝

山
宗
三
郎
・
須
田
傳
吉
・
大
島
喜
六
・
江

原
芳
平
・
市
村
良
平
・
竹
内
勝
蔵
・
横
川

重
七
・
松
井
林
吉
・
鈴
木
久
太
郎
・
荒
井

友
七
・
荒
井
久
七
・
深
町
代
五
郎
・
八
木

原
三
代
吉
・
筒
井
勝
次
郎
・
中
島
政
五
郎
・

田
部
井
惣
助
・
武
田
友
七
郎
・
横
川
吉
次

郎
・
生
方
八
郎
・
桑
原
壽
平
・
太
田
利
喜

蔵
・
久
野
幸
人
・
串
田
宗
三
郎

下村善太郎

須田傳吉大島喜六江原芳平
文（美和子）

写真提供／ NHK

寿子夫人
（文の姉）

楫取素彦 星野長太郎

阿久津美保 画

新井領一郎

寿子

「楫取県令訣
けつべつ

別の辞」。元老院議官に転任が決まり、帰京する楫取に対して前橋町民の有志が惜別と
感謝の言葉をつづったもの　明治 17 年（1884）８月 16 日

前
橋
藩
は
明
治
三
年
（
１
８
７
０
）
藩

営
製
糸
所
を
開
設
し
た
。
官
営
富
岡
製
糸

場
に
先
立
つ
わ
が
国
初
の
洋
式
器
械
製
糸

所
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
前
橋 

藩
士
・
速は
や
み水
堅け
ん

曹そ
う

の
伝
習
生
・
星ほ
し

野の

長ち
ょ
う
太た 

郎ろ
う

は
、
明
治
七
年
生
家
の
あ
る
勢
多
郡
水

沼
村
（
桐
生
市
黒
保
根
町
）
に
水
沼
製
糸

所
を
開
業
し
た
。

長
太
郎
は
楫
取
県
令
の
勧
奨
と
援
助
で
、

生
糸
の
直
輸
出
を
行
お
う
と
弟
の
新あ
ら

井い

領
り
ょ
う 

一い
ち

郎ろ
う

を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
す
る
計
画
を
立

て
た
。
横
浜
の
居
留
地
貿
易
で
は
外
国
商

人
に
利
益
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
領
一
郎
は
十
二
歳
で
下
田
沢
村
（
桐

生
市
黒
保
根
町
）
の
新
井
家
の
養
子
と
な

り
、
十
七
歳
で
高
崎
藩
英
学
校
に
入
学
し

た
。
同
級
生
に
後
年
「
憲
政
の
神
様
」
と

称
さ
れ
る
尾お
ざ
き崎
行ゆ
き

雄お

が
い
た
。

前
橋
の
楫
取
邸
を
訪
れ
た
領
一
郎
に
、 

楫
取
県
令
夫
人
・
寿ひ
さ

子こ

は
兄
・
吉よ
し

田だ

松し
ょ
う
い
ん陰 

の
形
見
の
短
刀
を
手
渡
し
た
。「
こ
の
品

に
は
兄
の
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
魂
は
、
兄
の
夢
で
あ
っ
た
太
平
洋
を

越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
安
ら
か
に

眠
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
」。

明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
領
一
郎
は
渡

米
し
た
。
松
陰
の
魂
は
上
州
人
の
手
に
よ

っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
松
陰
は
吉
田
家
の
養
子
で
実
家
は

杉
家
で
あ
る
。
松
陰
に
は
千
代
・
寿ひ
さ

・
艶つ
や

（
夭
折
）・
文ふ
み

の
四
人
の
妹
が
い
た
。
寿 

（
寿
子
）
は
楫
取
素
彦
、
文
（
文
子
）
は 

久
坂
玄
瑞
に
嫁
い
だ
。
玄
瑞
・
文
夫
妻
は

子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、素
彦
・

寿
夫
妻
の
次
男
・
道
明
が
養
子
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
松
陰
―
素
彦
―
玄
瑞
は
ま

さ
に
松
陰
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

楫
取
と
寿
の
結
婚
は
松
陰
が
関
わ
っ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
楫
取
と
の
絆
は

さ
ら
に
深
ま
っ
た
。
松
陰
は
楫
取
を
正
直

で
「
気
力
・
詩
力
・
酒
力
」
は
自
分
よ
り

上
だ
と
敬
愛
。「
江
戸
送
り
」
の
と
き
に

は
松
下
村
塾
の
後
事
を
託
し
、「
至
誠
に

し
て
動
か
ざ
る
者は

未い
ま

だ
之こ

れ
あ
ら
ざ
る
な

り
」（『
孟
子
』）と
そ
の
思
い
を
伝
え
た
。

群
馬
県
令
と
な
っ
た
楫
取
は
「
至
誠
」

を
も
っ
て
県
政
を
行
っ
た
。
寿
子
は
内
助

の
功
で
夫
を
支
え
た
が
、
中
風
症
か
ら
胸 

膜
炎
を
併
発
し
明
治
十
四
年（
１
８
８
１
）

一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
す
る
と
母
・
滝
子

は
久
坂
玄
瑞
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
文
子

に
楫
取
と
の
再
婚
を
促
し
た
。文
子
は「
貞

女
二
夫
に
ま
み
え
ず
」
と
応
じ
な
か
っ
た

が
、
滝
子
は「
こ
う
す
る
こ
と
が
、
亡
夫
・

玄
瑞
や
亡
姉
・
寿
子
、
亡
兄
・
松
陰
の
願

い
で
あ
ろ
う
」
と
説
い
た
。
こ
れ
で
文
子

も
再
婚
を
決
意
。
い
っ
た
ん
杉
家
に
復
籍

し
、
名
前
も
美
和
子
と
改
め
、
楫
取
と
再

婚
し
た
。
二
人
の
結
婚
は
年
譜
で
は
明
治

十
六
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
十
四
年
末

に
文
子
は
前
橋
の
楫
取
の
も
と
へ
や
っ
て

来
た
。

寿
子
は
明
治
九
年
か
ら
十
三
年
ま
で
、

文
子
は
明
治
十
四
年
か
ら
十
七
年
ま
で
、

前
橋
で
過
ご
し
た
。

勝山宗三郎 勝山源三郎

平成 27 年の NHK 大河ドラマが、「花燃ゆ」
に決定しました。同作は初代群馬県令・楫取
素彦の妻、文（美和子）を主人公にしたドラマ。
女優・井上真央さんが文役を演じます。８月
にクランクインし、平成 27 年１月から放送予 
定。楫取素彦を支えた文の生涯がどのように
描かれるのか、期待されます。
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